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研究成果の概要（和文）：UBOM検査により多様なうつ状態を客観的に分類することが、初診時の薬剤選択に指針
を与え治療における試行錯誤を減らせる可能性を検討した。会津医療センターを初診したBDI、SDS得点が十分に
高く、ICD-10によりうつ病エピソードと診断できる未治療の患者16人を対象に１年間の経過を観察した。完了し
た12人は臨床症状・社会機能が中等度以上改善した。12人は初診時のUBOM指標の特徴によりRCT延長型、MRT延長
型、健常型の３群に分類できた。この３群の望ましい薬剤選択を後方視的にまとめると、RCT延長型は抗精神病
薬主体、MRT延長型は抗うつ薬主体、健常型は抗不安薬主体が望ましいと思われた。

研究成果の概要（英文）：We examined the possibility that objective classification of various 
depressive states by the UBOM test could guide drug selection at the initial visit and reduce 
trial-and-error in treatment. Sixteen untreated patients with sufficiently high BDI and SDS scores 
who visited Aizu Medical Center for the first time and who could be diagnosed with a depressive 
episode by ICD-10 were followed up for one year. Twelve patients who completed the program showed 
moderate or greater improvement in clinical symptoms and social functioning. The 12 patients could 
be classified into three groups according to the characteristics of the UBOM index at the first 
visit: prolonged RCT, prolonged MRT, and healthy type. In a backward-looking summary of the 
preferred drug selection for the three groups, antipsychotics should be the mainstay for the 
prolonged RCT type, antidepressants for the prolonged MRT type, and anxiolytics for the healthy 
type.

研究分野： 臨床精神医学

キーワード： 臺式簡易客観的精神機能検査　物差し落としテスト　乱数生成テスト　自律神経機能　うつ病　うつ状
態　分類　治療反応

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
多様なうつ状態の治療で薬剤選択の試行錯誤を減らせれば有意義である。そのためには初診時点で薬剤選択の枠
組みが定まることが望まれる。簡便・客観的で、患者の負担が軽い臺のUBOMが初診時点で薬剤選択指針を示せる
かを検討した結果、患者はUBOM所見によりRCT延長型、MRT延長型、健常型に大別でき、RCT延長型は抗精神病薬
主体、MRT延長型は抗うつ薬主体、健常型は抗不安薬主体の薬剤選択が望ましいという指針が与えられた。今
後、結果の確かさが確認されれば、治療における試行錯誤を減らすこと、患者と社会が負う経済的、心理的負担
を軽減することに貢献できるので社会的意義が大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究開始当初の背景 
うつ病は近年増加している。同じうつ病エピソードと診断される患者の中には多様なグループ

が混在しており、患者数増加は非定型うつ病患者や軽症うつ病患者の増加によると考えられる。

非定型うつ病は逃避型うつ病、現代型うつ病、ディスチミア型うつ病、発達障害型うつ病などと

型分類が提唱されている。以前には内因性うつ病、反応性うつ病など病因論を想定した型分類が

提案されたが定着しなかった。それは中間表現型を考えることなく症状レベルからいきなり病

因レベルへと結びつけようとしたことによる。その後、生化学的な中間表現型としてデキサメタ

ゾン・CRH 負荷試験によるコルチゾール分泌反応を指標として治療法を考えることが提案され

一定の定着を見ている。しかし、近年のように多様化したうつ病エピソードに対応できてはいな

い。それはデキサメタゾン・CRH 負荷試験が簡易には実施できないためである。 
 
 
２．研究の目的 
うつ病、うつ状態は多様な要因が関係し、複数の病態がうつ症状により括られてうつ状態と診断

される。そのため、うつ状態の治療は、初診時に大まかな方向を定めた後、薬剤選択などを試行

錯誤しながら進めている現状である。この状況は患者にとっても、社会的にも経済的負担が大き

いし、患者の心理的負担も大きい。うつ状態の治療におけるこの試行錯誤を減らすことができれ

ば患者にとっても社会にとっても有意義な結果を導くと考えられる。そのためには初診時点で

治療方針が定まり、薬剤選択の枠組みが定まることが望まれる。効果的な薬剤選択に指針を与え

る方法に求められる条件は、日常臨床で簡便に行えること、客観的であること、迅速に結果が得

られること、患者の身体的・心理的負担が軽いことである。この条件を満たす方法として臺式簡

易客観的精神機能検査（Utena’s Brief Objective Measure for Psychic Function and Energy、UBOM）

があげられる。UBOM は脈拍変動、物差し落とし、乱数生成、バウム画の４課題で構成され、

包括的に精神機能を評価するものである。本研究は UBOM により初診時点でうつ状態治療のた

めの薬剤選択に指針が示せるかを検討した。 
 
 
３．研究の方法 
会津医療センターを初診した未治療のうつ状態患者に研究への参加を求めた。参加者は ICD-10

によりうつ状態と診断でき、BDI、SDS 得点が十分に高いことを確認した。およそ３か月おき

に１年間の経過を観察した。可能な患者には初診時と１年後に NIRS と血中モノアミン濃度測

定を行った。１年間の経過観察を完了した人が臨床症状・社会機能が改善していることを確認し

た。完了した人を初診時の UBOM 検査による４指標（PRD,RCT,DOR,MRT）の特徴により分

類を試みた。PRD は検査時の状況依存性が強く変動しやすいので除いた。１年間の経過を後方

視的に見て、初診時の UBOM 検査指標による型分類ごとに効果的な薬物治療の主剤は何かを検

討した。４指標 PRD,RCT,DOR,MRT の略号の意味は次のとおりである。PRD: Pulse Rate 

Difference、RCT: Ruler Catching Time、DOR: Degree of Randomization、MRT: Mean Randomization 

Time。PRD は血圧測定時にマンシェットにより腕を緊搏する刺激で脈拍数がどれだけ変動する

かを示す。RCT は不意に落とされる物差しを把握する反応時間を示す。DOR は乱数生成課題の

際に被検者が生成した数列の乱数度を示す。MRT は同じく乱数生成課題の際に被検者が生成し

た乱数列で、一つの乱数を生成するのに要した時間を示す。 

 
 



４．研究成果 
 

(1) 16 人が研究に参加したが、4 人が脱落した。１年間の経過観察をほぼ完了した 12 人は臨床

症状・社会機能が中等度以上改善していた。(2) 12 人は初診時の UBOM 検査による４指標

（PRD,RCT,DOR,MRT）のうち PRD を除く３指標の特徴により３群に分類できた。PRD は検

査時の状況依存性が強く変動しやすいので除いた。３群とは RCT 延長型、MRT 延長型、健常

型である。以下に UBOM 検査による４指標（PRD,RCT,DOR,MRT）にバウム画の判定結果を

加えた５種類の指標の結果をレーダー・チャートの様式で示した各型の代表例を図示する。なお、

前記したことであるが、RCT は Ruler Catching Test（物差し落としテスト）による物差し捕捉

時間のことであり、MRT は乱数生成テストの際の Mean Randomization Time（乱数生成時間）

のことである。図 1 は RCT 延長型の代表例（47 歳、女性）、図 2 は MRT 延長型の代表例（54

歳、男性）、図 3 は健常型（60 歳、男性）である。初診時から３か月おきに 1 年間を追跡するの

で、４回の結果が示されている。(3) この３群の望ましい薬剤選択を後方視的にまとめると、RCT

延長型は抗精神病薬主体、MRT 延長型は抗うつ薬主体、健常型は抗不安薬主体が望ましいと思

われた。効果的と判断された薬剤の同定は次のようである。すなわち、１年間の追跡期間におけ

る薬剤選択は、通常の臨床における薬剤選択と同じで、治療者の経験にもとづき薬剤選択し、治

療反応を見て薬剤を変更することを繰り返した。いわゆる naturalistic study である。その選択の

軌跡を後方視的に見て効果が認められた薬剤の種類を定めたものである。 

 

図 1 RCT 延長型                

 

 

図 2 MRT 延長型 

 

 

 



 

図 3 健常型 

 

 

 

参考文献：Gotoh, D., Hoshino, H., Yoshida, K., Akiyama, Y., Fujimoto, S., Yoshioka, E., Namae, Y., and 

Niwa, S-I.  UBOM-4, a New Scale for Psychic Function and Energy: General Population Normative 

Values and Influencing Parameters.  Open Journal of Psychiatry 8: 390-412, 2018.この論文は、UBOM

の詳細な検査方法と健常者における標準値を説明したものであり、特に方法につき知りたい方

は参照されたい。 
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